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要 	 約  
 

本研究では，数学的に考える資質・能力の「思考力・判断力・表現力等」

を数学的なプロセスに基づいて評 価 す る た め に ， 評 価 の 枠 組 み と し て 何

が 必 要 と さ れ る か に つ い て ，全 国 学 力・学 習 状 況 調 査 の「 活 用 」の 問

題 の 枠 組 み（ 中 学 校 ）及 び「 算 数・数 学 の 問 題 発 見・解 決 の 過 程 」の

特 徴 に 基 づ い て 考察した．その結果， 評価の枠組みでは，「数学化」，「問
題解決」，「解釈」に関して，現実の世界と数学の世界それぞれに特有な数

学的なプロセスが顕在化されるとともに，２つの世界に跨がる数学的なプロ

セスが顕在化されることが必要であることを示した．  
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１．評価の重要性と課題 

ジェネリック・スキルの育成が教育界の

みならず産業界の強い牽引で国際的に希求

され（清水禎文 , 2012），我が国でも「育成
されるべき資質・能力」に基づいて教育課

程が教科を横断して構造的に見直されてい

る．これに伴い，算数・数学教育において

も「数学的に考える資質・能力」が育まれ

るよう目標，内容，指導法，評価等の抜本

的な革新が必要とされている．  

特に，評価は教育課程とともに教育を次

世代に相応しく調えていくための“両輪”

を成すものであり，教育実践に対しては評

価問題及び評価規準のデザインに留まらず，

教科書や学習・指導法の望ましい姿をも強

く規定することになる．そのため，評価は，

ジェネリック・スキルや「育成されるべき

資質・能力」を可能な限り明確に捉えるこ

とができ，授業改善の具体的な指標や手掛

かりとなることが不可欠である．	



 

評価に関して，PISA 等の国際的な大規模
調査では，数学的なプロセス等に基づいて

評価の枠組みが設定されている(OECD, 
2016)．我が国では平成 19 年度より全国学
力・学習状況調査が実施され，主として「活

用」に関する問題を作成するための枠組み

が設定されている(国立教育政策研究所 , 
2017)．特に，中学校数学科の調査では，「ど
のような場面で，どのような数学的知識・

技能などが用いられるか，また，それぞれ

の場面で生徒のどのような力を評価しよう

とするかを明確にして出題することにし

た．」(ibid, p. 7)とされ，「活用する力」が
中学校数学科の特性に応じて「数学的なプ

ロセス」として“紐解かれ” (Pepper, 2011)，
「「活用」の問題の枠組み」が設定されて

いる．このことから，この枠組みでは，数

学的に考える資質・能力として主に「思考

力・判断力・表現力等」の評価が意図され

続けていることがわかる．  
こうした枠組みを，数学的に考える資

質・能力の育成を志向する教育課程に適し

たものとするためには，数学的に考える資

質・能力のうち「思考力・判断力・表現力

等」に焦点をあて，それによって実現され

るべき数学的なプロセスを捉え直す必要が

ある．そこで，本研究は次の問に答えるこ

とを目的とする：数学的に考える資質・能

力の「思考力・判断力・表現力等」を数学

的なプロセスに基づいて評価するために，

評価の枠組みとして何が必要とされるか．  
	

２．評価の枠組みをデザインする視点 

(1) 「活用」の問題の枠組み（中学校） 

この枠組みでは，活用する力α「知識や

技能などを実生活の様々な場面で活用する

力」とβ「様々な課題解決のための構想を

立て実践し評価・改善する力」が中学校数

学科の特性に応じて次の数学的なプロセス

として明記されている（各下位プロセスは

省略）．なお，γはαとβの両方に関わる

力として位置づけられている(国立教育政
策研究所 , 2017, p. 7)．  
α1:日常的な事象等を数学化すること  
α2:情報を活用すること  
α3:数学的に解釈することや表現すること  
β1：問題解決のための構想を立て実践する

こと  
β2:結果を評価し改善すること  
γ1:他の事象との関係を捉えること  
γ2:複数の事象を統合すること  
γ3:事象を多面的に見ること  
また，問題作成の枠組みとして問題形式

は「選択式」，「短答式」，「記述式」の

３種類とされ，特に「記述式」として次の

３種類が定められている(ibid, p. 8)．  
l 見いだした事柄や事実を説明する問題
（事柄・事実の説明）  

l 事柄を調べる方法や手順を説明する問
題（方法・手順の説明）  

l 事柄が成り立つ理由を説明する問題（理
由の説明）  

(2)「算数・数学の問題発見・解決の過程」 

「算数・数学ワーキンググループにおけ

る審議の取りまとめ」(文部科学省教育課程
部会 , 2017)では，「算数・数学の問題発見・
解決の過程」は次の２つのサイクルが相互

に関わりあって展開するとされている(p. 5)． 
l 日常生活や社会の事象を数理的に捉え、
数学的に表現・処理し、問題を解決し、

解決過程を振り返り得られた結果の意味

を考察する、という問題解決の過程  
l 数学の事象について統合的・発展的に捉
えて新たな問題を設定し、数学的に処理

し、問題を解決し、解決過程を振り返っ

て概念を形成したり体系化したりする、

という問題解決の過程  
次期学習指導要領では，この「算数・数

学の問題発見・解決の過程」に基づいて数

学的に考える資質・能力が捉えられ，その



 

育成が求められることになる．そこで，こ

の過程（以下，「数学的なプロセス」）を

基盤として評価の枠組みをデザインする．  
(3)デザインの視点と方法 

「算数・数学の問題発見・解決の過程」

では，現実の世界と数学の世界が明確に区

別され，前記の２つのサイクルが位置づけ

られている．一方，「活用」の問題の枠組

み（中学校）では２つの世界と２つのサイ

クルが鮮明になっていないため，各世界に

おける数学的なプロセスの特性が十分に顕

在化されていない．そこで，現実の世界と

数学の世界それぞれに特有な数学的なプロ

セスの顕在化を視点として，「活用」の問

題の枠組み（中学校）について「数学化」, 「問
題解決」 ,「解釈等」に分けて考察し，評価
の枠組みをデザインしていくことにする．  
	

３ 評価の枠組みのデザイン 

(1)「事象の数学化」に関する特性の顕在化 

「活用」の問題の枠組み（中学校）には，

活用する力α「知識や技能などを実生活の

様々な場面で活用する力」に対応する数学

的なプロセスα1「日常的な事象等を数学化
すること」がある．ここに「日常的な事象

等」とあることから，数学化の対象として

日常生活や社会の事象とともに，数学の事

象が考慮されていることが伺えるが潜在的

なものに留まっている．  
そこで，評価の枠組みをデザインする視

点に基づいて，現実の世界と数学の世界そ

れぞれに特有な数学的なプロセスを次のよ

うに顕在化する．  
A1：日常生活や社会の事象を数学化するこ

と  
A2：数学の事象を数学化すること  

A1「日常生活や社会の事象を数学化する
こと」には，例えば，日常生活や社会の事

象の特徴を数・量・図形等に着目して的確

に捉えること，日常生活や社会の事象から

数学的な問題を見いだすこと，理想化・単

純化することが含まれる．このうち，第一

のものは「活用」の問題の枠組み（中学校）

の数学的なプロセスα1(1)「ものごとを数・
量・図形等に着目して観察すること」及び

α(2)「ものごとの特徴を的確に捉えること」
を現実の世界に特化したものであり，第三

のものはα1(3)に対応する．  
一方，A2「数学の事象を数学化すること」

には，例えば，数学の事象の特徴を数・量・

図形等に着目して的確に捉えること，数学

の事象から数学的な問題を見いだすこと，

拡張・一般化することが含まれる．第一の

ものは，「活用」の問題の枠組み（中学校）

の数学的なプロセスα1(1)及び(2)を数学の
世界に特化したものである．	

 (2)「解釈等」に関する特性の顕在化 

「活用」の問題の枠組み（中学校）には，

活用する力α「知識や技能などを実生活の

様々な場面で活用する力」に対応する数学

的なプロセスα3 として「数学的に解釈する
ことや表現すること」がある．前述のとお

り，プロセスα1 に「日常的な事象等」とあ
ることから，このプロセスについても，事

象として日常生活や社会の事象とともに，

数学の事象が考慮されていることが伺える

が，プロセスα1 に比べ一層潜在的なものと
なっているのは否めない．  
そこで，評価の枠組みをデザインする視

点に基づいて，現実の世界と数学の世界そ

れぞれに特有な数学的なプロセスを次のよ

うに顕在化する．  
D1：日常生活や社会の事象で活用したり意

味づけたりすること  
D2：統合・発展／体系化すること  

D1「日常生活や社会の事象で活用したり
意味づけたりすること」には，例えば，解

決について日常生活や社会の事象に即して

解釈すること，日常生活や社会の様々な事

象に活用することが含まれる．前者は「活



 

用」の問題の枠組み（中学校）の数学的な

プロセスα3(1)「数学的な結果を事象に即し
て解釈すること」を現実の世界に特化し，

解釈の対象を解決の過程と結果に拡げたも

のである．また，後者は，活用する力α「知

識・技能などを実生活の様々な場面で活用

する力」を数学的なプロセスとして現実の

世界に特化したものである．  
一方，D2「統合・発展／体系化すること」

には，例えば，統合的・発展的に考えるこ

と，体系的に整理したり組み立てたりする

こと，数学的な見方・考え方のよさを見い

だすことが含まれる．これらは，「活用」

の問題の枠組み（中学校）における次の数

学的なプロセスα2(1)，β2(3)，γ1，γ2 に
主に対応し，算数・数学の世界に特化した

ものである．  
α2(1)「与えられた情報を分類整理すること」 
β2(3)「発展的に考えること」  
γ1「他の事象との関係を捉えること」  
γ2「複数の事象を統合すること」  
 (3)「問題解決」に関する特性の顕在化 

「活用」の問題の枠組み（中学校）には，

活用する力β「様々な課題解決のための構

想を立て実践し評価・改善する力」に対応

する数学的なプロセスβ1 として「問題解決
のための構想を立て実践すること」があり，

次の３つが含まれている．  
β1(1)「筋道立てて考えること」  
β1(2)「解決の方針を立てること」  
β1(3)「方針に基づいて解決すること」  
特にβ1(2)「解決の方針を立てること」は

平成 22 年度まで「立式や証明（説明）の方
針を立てること」とされていたことから，

その適用範囲が現実の世界と数学の世界に

おける様々な問題解決に拡げられ，２つの

世界それぞれにおける数学的なプロセスの

特性が不鮮明になっている．  
そこで，評価の枠組みをデザインする視

点に基づいて，現実の世界と数学の世界そ

れぞれに特有な数学的なプロセスを次のよ

うに顕在化する．  
B1：日常生活や社会の事象に関する問題に

ついて解決の方針を立てること  
C1：方針に基づいて日常生活や社会の事象

に関する問題を解決すること  
B2：数学の事象に関する問題について解決

の方針を立てること  
C2：方針に基づいて数学の事象に関する問

題を解決すること  
このように，日常生活や社会の事象に関

する問題と，数学の事象に関する問題とで

解決の方針を分けるのは，学校数学で求め

られる方針の姿がそれぞれ異なることによ

る．実際，日常生活や社会の事象に関する

問題を解決する方針は，例えば，「記述式」

の「事柄を調べる方法や手順を説明する問

題」として「用いるもの」とその「用い方」

の記述が求められていることに対応する．

一方，数学の事象に関する問題を解決する

方針は，例えば，「証明の方針」として，

結論から解析的に推論する／仮定から総合

的に推論する／両者を組み合わせることの

記述が求められていることに対応する．	

(4)２つの世界に跨がる数学的なプロセス 

数学的なプロセスには，現実の世界と数

学の世界に峻別し難いものがある．これに

該当するのは「活用」の問題の枠組み及び

「算数・数学の問題発見・解決の過程」を

基にすると，少なくとも次の通りである．  
E1：批判的に検討すること  
E2：筋道立てて考えること  
E3：情報を活用すること  
E4：事象を多面的に見ること  
E5：問題発見・解決を振り返り，評価・改

善すること  
E6：数学的な表現を用いて説明すること及

びそれを理解し評価すること  
E1「批判的に検討すること」は「算数・

数学の問題発見・解決の過程」の全てで必



 

要とされる．E2「筋道立てて考えること」
は「活用」の問題の枠組みでβ1(1) 「筋道
を立てて考えること」に該当する．E3「情
報を活用すること」は「活用」の問題の枠

組みでα2 に該当する．E4「事象を多面的
に見ること」は「活用」の問題の枠組みで

γ3 に該当する．これらは，現実の世界と数
学の世界における各プロセスで必要とされ

る．実際，E3 について特定の課題に関する
調査では日常生活の考察（例「貯金箱の問

題」）に算数・数学を生かすために必要と

されるとともに，「円の分割の問題」に関

して「必要な情報を選択するなどして，的

確に判断できるようにする」(国立教育政策
研究所 , 2006, p. 24)ことが指摘されている． 

E5「問題発見・解決を振り返り，評価・
改善すること」は「活用」の問題の枠組み

でβ2「結果を評価し改善すること」に対応
するが，振り返りの対象は結果に限らず問

題の発見・解決全体であり，振り返り及び

評価・改善は現実の世界と数学の世界の両

世界における各プロセスで必要とされる．  
E6「数学的な表現を用いて説明すること及
びそれを理解し評価すること」は，「活用」

の問題の枠組み（中学校）の問題形式「記

述式」に対応する．実際，ある数学的プロ

セスについて数学的な表現を用いて説明で

きるかどうかを評価する際，「記述式」の

問題形式として３種類のなかから，問題場

面や設問状況から相応しいものが選択され

ることが想定される．  
２つの世界に跨がる数学的なプロセスは，

他の数学的なプロセスと互恵的に作用し合

うものである．評価の枠組みを問題作成等

に運用するにあたっては，２つの世界に跨

がる数学的なプロセスの軸と他のプロセス

の軸を置き，その“交差点”に着目するこ

とによって，評価問題等を作成し，その相

互関係を明確にすることが可能になる．  
	

４．結論・意義・今後の課題 

本研究の結論は次の通りである： 数学的
に考える資質・能力の「思考力・判断力・

表現力等」を数学的なプロセスに基づいて

評価するために，評価の枠組みとして，「数

学化」，「問題解決」，「解釈等」に関し

て，現実の世界と数学の世界それぞれに特

有な数学的なプロセスが顕在化されるとと

もに，２つの世界に跨がる数学的なプロセ

スが顕在化されることが必要とされる．（数

学的なプロセスの詳細は，資料参照）  
これまでにも，「活用」の問題の枠組み

（中学校）を資質・能力に基づいて分析し，

学校数学として新たに顕在化されるべきも

のがあることが指摘されてきた（宮崎 , 
2015）．これに対し，本研究で提案された
評価の枠組みは，「活用」の問題の枠組み

（中学校）を，現実の世界と数学の世界そ

れぞれに特有な数学的なプロセスに基づい

て精緻化したものである．そのため，本枠

組みは「活用」の問題の枠組み（中学校）

と一定の整合性を有することで評価の連続

性を確保するとともに，数学的に考える資

質・能力の「思考力・判断力・表現力等」

を，「算数・数学の問題発見・解決の過程」

に即して捉えることが期待できる．  
次期学習指導要領において，育成すべき

数学的に考える資質・能力には，他に「知

識・技能」，「学びに向かう力・人間性等」

がある．特に「学びに向かう力・人間性等」

には次のものが含まれる：「過程や結果を

吟味し，評価・改善する態度／多面的に考

え，粘り強く問題の発見や解決に取り組む

態度」（文部科学省教育課程部会 , 2017）．
「学びに向かう力・人間性等」について，

非認知的スキル等に着目して評価の枠組み

をデザインし，「思考力・判断力・表現力

等」の枠組みと組み合わせて評価法を開発

する必要がある．  
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資料：数学的に考える資質・能力の「思考力・判断力・表現力等」に関する評価枠組み（案）	

現実の世界 数学の世界 

日常生活や社会の事象を数学化すること	

• 日常生活や社会の事象の特徴を数・量・
図形等に着目して的確に捉えること	

• 日常生活や社会の事象から数学的な問
題を見いだすこと	

• 理想化・単純化すること	

A1 A2 

数学の事象を数学化すること	

• 数学の事象の特徴を数・量・図形
等に着目して的確に捉えること	

• 数学の事象から数学的な問題を見
いだすこと	

• 拡張・一般化すること	
日常生活や社会の事象に関する問題につい

て解決の方針を立てること	
B1 B2 

数学の事象に関する問題について解

決の方針を立てること	

方針に基づいて日常生活や社会の事象に関

する問題を解決すること	
C1 C2 

方針に基づいて数学の事象に関する

問題を解決すること	

日常生活や社会の事象で活用したり意味づ

けたりすること	

• 解決について日常生活や社会の事象に
即して解釈すること	

• 日常生活や社会の様々な事象に活用す
ること	

D1 D2 

統合・発展／体系化すること	

• 体系的に整理したり組み立てたり
すること	

• 数学的な見方・考え方のよさを見
いだすこと	

E1:批判的に検討すること｜E2:筋道立てて考えること｜E3:情報を活用すること｜E4:事象を
多面的に見ること｜E5:問題発見・解決を振り返り，評価・改善すること｜E6:数学的な表現
を用いて説明すること及びそれを理解し評価すること	


